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1　はじめに

　アスペクトを論じる際、動詞の性質は重要な役割を果たしている。

　圓本語の動詞の場合、「一ている」という形式により、動詞のアスペクト的な性質が具現

されており、韓国語の動詞の場合は、「一ユ加ト」「一一（叫）加卜／刈じト（加ト）（以下「一｝刻

・ト」にする）」がこれに対応する。

　買本語と韓国語は、語彙レベル、語用レベル等では相当違いを見せているが、文法レベ

ルでは非常に似ているため、目本語の動詞分類の方法は、韓国語にもあてはまるとおもわ

れる。

　本稿の目的は、韓国語動詞のアスペクトを解明し、なお目本語と韓国語の動詞のアスペ

クトを対照するためである。

　方法としては、r一ユ加ト」r一句蝕仁ト」というアスペクト形式をもって、

1）両形とも付かないもの

2）「』加ト」形のみ付くもの

3）「一司加卜」形のみ付くもの

4）両形とも付くもの

に分けて行ない、それぞれの形式の表わすアスペクトと意味とを考察する。

　なお、動詞の性質の違いで現われるアスペクトではなく、上記の2）3）4）に属す

る動詞類に付き、特殊な場面での一アスペクトを表わす「一刻（針）加ト（以下「一洲じト」にす

る）」という形式についても触れることにする。この動詞分類の方法は、草薙（1983）

のモデルを参考にする。

　資料は、主に目常生活で必要な動詞類が載っており、量的に限定されていると思われる

小学生用の国語辞典『剖叶皿刈刊入卜省（小学校新国語辞典）』の動詞を対象にした。

　韓国語の動詞と「｛炸ト」「一｝炸卜」との結び付きの判別は筆者の主観で行なうこと

にするが、判別が暖昧なものの場合は、幾人かの韓国人のインフオーマント1に聞くこと

　1目本語学専攻者の安善柱氏、呉珠照氏　員本語学非専攻者の金明氏、李綱来氏

！3
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にする。

2　アスペクトの定義

　草薙（1983）は、アスペクトの意味を形式化するため、実世界の現象レベルと認知

レベルと言語レベルとを立てている。

　1）実世界の現象を、何か起こる出来事として認知されるもので内的な変化が考えられ

る「動態」と、出来事としてではなく、存在として認知される現象で、それが続いている

間は内的に変化のないものである「静態」とにわける。

　2）認知レベルの概念としては、時の流れのどの時点に話者の注意が向けられているか

という「焦点」を導入する。

　3）現実の世界の現象の存在に時間的長さがあるかどうかは間題ではなく、現象全体が

焦点の中に入っているかどうか、つまり現象を全体として認知するか、部分的に認知する

かで動態完了相と動態未完了相になる。従って実際の言語表現の形はここで決まるとい

い、これを次のようにまとめている。

　　実世界の現象　　　　　　　　焦点

11く鵬　㍍　　　1㌶相
静態　　　継続的 現象より大 静態相

　アスペクトは、言語主体が現象を静態と認識するか動態と認識するかという判別から

始まる。動態現象の場合は、現象を全体と見るか部分とみるかという焦点の置き方の違い

である。つまり、実世界の現象の全体に話者の焦点が当てられるのか部分に当てられるの

かということである。静態現象の場合は静態相になり、動態現象の場合は話者の焦点が現

象全体に向けられる時は動態完了相、静態相に、部分に向けられる時は動態未完了相にな

る。動詞の極く一部を占めている（金閏一（1950）の状態動詞に当たるもの）静態動詞は

静態相のみ表わし、動態動詞は動態完了相、動態未完了相、静態相を表わすことことがで

きる。
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3　動調分類

15

3．ユ　r一コ炸ト」r一｝肱ト」の両形とも付かない動詞

3．ユ．ユ　存在動詞

　「伽ト（いる、ある）」「オ1刈叶（いらっしゃる）」という二つの動詞のみであり、常に「一L

ロト」という形でr存在している状態」を表す。韓国語のアスペクト形式のr一ユ炸卜」r一｝

加卜」という両形とも取ることのできない動詞類である。動詞自体に「一ている」という意

喋が内在しており、アスペクトを表す諸形式を持たないことを特徴としている。存在の意

味を表わす動詞のみなので、「存在動詞」と名付けたい。存在動詞は常に静態相を表わす。

　目本語の「できるゴ大きすぎる」など、存在の意味を表わす動詞以外の「状態動詞」

は、韓国語では一個の動詞だけでは表現できなく、品詞が変わってくるので、動詞として

は扱わないfOOtnOte目本語の「できる」という動詞に対応する韓国語はなく、「～するこ

とができる」という形でしかあらわせない。なお、「大きすぎる」という動詞は、韓国語

では～早（ヌlLト桐1）三叫（あまり大きい）」という嘔」詞斗形容詞」という形態に変わって

しまうので、存在の意味を表す動詞以外の目本語の状態動詞は、韓国語では一つの動詞と

して扱うことはできなくなる。。

3．2　r一ユ炸ト」形のみつく動詞

3．2．1　経過動詞

（1）伽1壮早己1フト洲刈フ1射脂・1じ1．（し1）

　　（犬は私たちが家でよく飼っています。）

（2）餉1桝砂叫フ1刈日1フ1端桝巾1フi卦ユ脂・1じ1。（し1）

　　（お母さんのつばめと赤ちゃんのつばめが伸よく話しています。）

　上記の例のrフ1呈じト（飼う）j「巾トフi計亡ト（話す）」のように「一ユ炸ト」形で動態未完了

相を表わす動詞である。r一ユ伽ト」形のみを取ることができ、r』加卜」形になると、そ

れらの動作．作用が進行中であることを意味する。これらの動詞は、それぞれの動作、作

用を表すのに、時間を要するものであり、話者の焦点は、動態の一部に向けられることに

なるので、動態未完了相を表すことになるのである。

　牡事ト（作る）酬♀じト（習う、学ぶ）叫刈・ト（飲む）車ト（食べる）旦じト（見る）早亘じト（呼

ぶ）ψ卜（押す）貴じト（笑う）斜巾ト（動く）車ト（吹く）等、これに属する動詞は最

も数が多い。
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　極く一部の自然現象、生理現象等を表わす動詞は、自動詞で無意志動詞であるが、ほと

んどの経過動詞は、他動詞で意志動詞である傾向が強い。

3．2．2　持続動詞

（3）姑害牡目蛇枢昔包ユ鐵じト．

　　（きょうヨンスは赤いシャツを着ている。）

（4）土脂看早生司洲，辞音杳計亡司洲，ユ酷昔ユ邑1亡引洲，音帖脅耐

　七渦剛，掲刈昔沓生柵峠桝フ1ス1ス1羊量叫スぽ胎巾1．（し1）

　　（歌が上手な子供、運動がよくできる子供、絵が上手な子供、雄弁が上手な子供、

　　習字が上手な子供など、いろいろな才能を持っています。）

　上記の例のr昨ト（着る）」r如ト（持つ）」のように、「経過動詞」と同様に「一ユ炸ト」

形で静態相を表わす動詞である。動作主体の動作が、動作主体の一部または全体で接触す

る動作を表わす接触動詞とも言うべき動詞類である。

　これらの動詞は経過動詞的な性質も持ちうるが、いわゆる瞬間動詞的な性質が強いとい

うものである。つまり「包叫（着る）」という動詞は、「服を身に付けるための動作」を表

わすこともできるが、「服を身に付けた状態」を表わすことが中心的な役割であるように

言われている。

　筆者は後者の意味を「服を身に付けた状態」を表わすものではなく、後述のように「服

を身に付けた状態を保ち続ける」ことを表わすものであるとおもう。

　これらの動詞は「一ユ加ト」というアスペクトの一形式で二つの動作を表わすことに特

徴があるものである。

　前者の場合は、動作主体の動作そのもの（動き）を表わすものであり、これは進行中の

ことを表す。後者の場合は、動作主体の動作によりある状態を作り、その状態を保ち続け

ること（状態保持）、つまり持続を表わす。

　ここでいう状態保持とは、変化動詞による、いわゆる結果の状態とは違って、動作主の

意志によるものである。

（5）田中さんはエア毛布を発明している。

（6）芳子さんは高価な着物を着ている。

（5）の「発明している」は、「発明する」という動態現象が起こ二り、発明した状態になって

いることを表わす。
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　反面、（6）の「着ている」は、「着る」という動作を行なった状態にしていることを表わ

し、「着ている」というF状態保持」は動作主体の意志で保たれているものである。

　従って、これは下記の例のように普通の経過動詞と同じく、動作主体の意志で、ある時

閲内続けることを表わせるのであるが、いわゆる結果の状態を表わす変化動詞は、特別な

場面を作らない限り、ある時間内結果の状態を保持するこどはできないのである。

　　（7）芳子さんは着物を二時間着ている。（持続動詞）

　　（8）芳子さんは本を二時間読んでいる。（経過動詞）

　　（9）＊芳子さんはエア毛布を二時間発明している。（変化動詞）

　（7）の「着ている」と（8）の「読んでいる」の場合は、動作主体の意志で「状態保持」、

「進行中」のことをあらわしているか、（9）の「発明している」の場合は、特殊な場面が設

定されていない限り、動作主体の意志で状態を保ちつづけることは考えられない。

　なお、下記の例のように、（7）と（8）は、動作主体の意志が働いているため、命令形にし

てもすわりがよいが、（8）の場合は、動作主体の意志が働いていないため、命令形を取る

ことができない。

　　（10）芳子さんは着物を二時間着ていろ。

　　（11）芳子さんは本を二時間読んでいろ。

　　（12）＊芳子さんはエア毛布を二時間発明していろ。

　目本語の「知る」動詞は変化動詞に属するが、これに対応する韓国語の「出ト」2は、

　　（！3）証壱害鵯出ユ艸．

　　　　（クンホはヨンヒを知っている）

　のように「』加ト」形を取り、持続動詞になる。

　自動詞であり、無意志動詞で表わす結果の状態とは違って、持続動詞に属する動詞は、

すべて他動詞であり、「知る」「面する」等の極く一部の動詞を除けば、意志動詞である。

　也ト（かぶる）臨』計叫（変装する）朝巾ト（覆面する）軸じト（覆う）巾ト（締める）長

叶（手に持つ）。1叫（頭に載せる）出ト（抱く）等のような動詞類がこれに属する。

　Lユ創叫」形を取る「経過動詞」「持続動詞」は、「進行中」「状態保持」という意味を

表わし、動態未完了相と静態相を表わす。

　2韓国語の「牡ト」は、因本語の「知る」と「わかる」という二つの動詞に対応しているが、ここでは、

「知る」に対応する意味のみを対象にする。
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3．3　「刈ルトj形のみつく動詞

3．3．1　変化動詞

（14）早刻寿壮叫洲杳剖加1。（缶）

　　（扇の中には風が眠っている。）

（15）剋洲｝ス1フ1剥艸．

　　（空き家に女の人が死んでいる。）

　上記の例のr社号叫（眠る）」r却ト（死ぬ）」のように、r一司加卜」形で静態相を表わす

動詞である。　つまり、「刈加ト」形のみを取り、「刈刻叫」形になると、それらの動作．

作用が終わっていることを表す。これらの動詞は、それぞれの動作、作用を表すのに、ほ

んの一瞬だけを必要とするものである。話者の焦点は、動態全部に向けられることにな

り、「眠る」「死ぬ」等の動態が完了した状態である静態相を表すことになる。目本語の変

化動詞の一部がこれに該当し、、正に瞬間的な現象だけを表わす動詞だけに絞られるので、

これに属する動詞の数は少ない。

　なお、変化動詞に属する動詞の一部に

（16）剋牝・1口1控桝。

　　（ミンスはすでに結婚している。）

　の喝吾計ロト（結婚する）」のように、「一炸卜」形で静態相を表わす動詞がある。

　変化動詞のように、それぞれの動作、作用を表すのに、ほんの瞬間的な時間だけを必要

とする動詞であるが、「一｝剣叫」形の代わりに「刈炸卜」の縮約形と思われる「一加ト」形

のみを取りうる動詞類である。3

　これらは、金閏一（1950）の言う働作．作用を表す動詞の中には、その動作．作

用が何時初まって何時終わったか分からないが、何時の間にか終わっていて現在Lてい

る最中だ」ということのできないものがある」と指摘している類の動詞である。

　変化動詞と同じくある瞬間に動作．作用が行なわれ、動態完了相になっているが、ただ

その瞬間をつかむことができないことに特徴があるようである。

　このような動詞類は「刈炸ト」形ではなく、「一加ト」4という形を取ることが特徴である

　3李（ユ990）は、これを「完了動詞」にしている。

　4韓国語は動詞の語尾と形容調の語麗とが両方ともr一叶」であり、過去を表すr刈叫」と一部の動詞に
r一→剣・ト」形の代わりに付き、静態相を表すr一伽ト」とが同形であるため、紛らわしい場合がある。ここで

扱う「一伽ト」形は、静態棉を表すもので、L→加ト」形の縮約形であると思われるものに限られる。「一む1剣

叶」形を取るか、L剣叶」形を取るかという選択は、話者の時間的、視覚的な認識が可能かどうかで決まる

ものと恩われる。これは純粋なアスペクトの間願ではなく、話者が事柄をどう取るかというモダリティの間

題と関わってくるため、ここでは触れないことにする。
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が、L炸ト」形を取っても変化動詞と同じく静態相を表すので、変化動詞の中に入れるべ

きであると考える。「一牝ト」形を取る動詞のほとんどは、「漢語名詞十卦ロト（する）」とい

う形態をしている漢語動詞である。

　以上の変化動詞に属する動詞は、車ト（つく、屈く）桝じト（耳慣れる）巾ト（染み込む、

身に付く）吾叶（生える）舌巾ト（息が絶える）フ店訓中ト（耳が少し遠くなる）ψト（葉や

茎が固くなる）フ畑叫・ト（開校する）フH暑計斗（開通する）しトo1叫量・ト（年を取る）口卜甘計ロト

（締め切る）　柚尋巾ト（成功する）柵ト卦じト（死亡する）甘卦叶（滅びる）甘叫卦亡ト（学校が

休みになる）財毛計叫（発見する）等がある。

3．4　r一コ虻ト」r刈炸ト」の両形とも付く動詞

3．4，1　変化・経過動詞

（17）坐剖フ1フト〕早せoト刈羊唱o1司司割ス1ユ刻含L1叫．（剋）

　　（ごみがあまり多すぎて、周りが汚れっっあります。）

（18）ユ剖引o1司フ1叫ol口1入ト甘斗スト曽舌剖唱曹牡言H自到ネ刻含し1じト・（剋）

　　（ところが、この大気がすでに人間と自然を脅かすほど汚れている。）

（！9）剖伽到早し←．（を）

　　（春が来っっある。）

（20）害手七叫剛叫刻仁ト

　　（ヨンスは学校に来ている。）

（21）是伽1撫洲禍刈ス1刈1社呈剛恥脂し1叫．（し1）

　　（文章がだんだん長くなり、細かい表現になりつつあります。）

（22）もフ1フト手舳糾刈フ1号的洲皿λ1叫酬剣・1一

　　（アイドル歌手だったヨンアさんが中学校の英語の教師になっている。）

　上記の「相割巾卜（汚れる）」「〃卜（来る）」「車卜（なる）」のような動詞は、「一ユ加ト」

「刈加ト」の両形を持つこ二とができ、r一ユ炸卜」形で動態未完了相を、r刈加ト」形で静

態相を表わす。これらの動詞はアスペクト形式を二つとも取りうることが特徴である。す

べて自動詞であり、移動を表わすいくつかの動詞以外は、無意志動詞である。

　これは、金霞一（1950）の目本語の動詞の分類の中で「第二の継続動詞と第三の瞬

間動詞とにまたがるものは殊に多く、例えば所謂場所の移動を表す動詞は総てこの二類の

動詞を兼ねている」という指摘に当たる動詞である。
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　トユ加ト」形を取り、経過動詞と同じように動態未完了相を表し、「一句剣叫」形を取

り、変化動詞と同じように、静態相を表わす。

　例えば「〔洲ス1・ト（落ちる）」という動詞は、木の葉が木の枝を離れて地上に着く直前ま

での時間的な幅を表すこともでき、また地上に屈く瞬間だけを表すこともできる。従って

（23）し1量洲じ蝪ス1ユ刻じ1。

　　（木の葉が落ちつつある。）

（24）し1云洲じ酬為刻・ト．

　　（木の葉が落ちている。）

のように、L〕1伽卜」形で前者の意味を、r刈加ト」形で後者の意味を表わすことになる。

　目本語の変化動詞の中に分類されているもののうち多くのものがこれらの動詞の「一｝

伽卜」形と対応している。

　変化動詞との違いは、変化動詞の方がほんの瞬間的な動作、作用を表すだけなのに、変

化。経過動詞の方は、変化動詞のような瞬聞的な動作、作用と経過動詞のような継続的な

動作．作用の両方を表しうるところにある。しかし、実例の中から見ると；1経過動詞のよ

うな働きよりは変化動詞のような働きの方が多いようであるし、経過動詞とは違って、変

化動詞のように自動詞だけが属していることから変化動詞の方により近いと思い、変化。

経過動詞と名付けることにする5。　蝪じト（涙．露が宿る）rフ1じト（霧がかかる）じ口担呈

亡ト（浮かんでくる）調λ舛（取り囲む）桝。o1仁卜（ごちや混ぜになる）申伽1斗（ひっく

り返る）串しトじト（現われる、見つかる）じ量巾ト（穴があく）早早ψト（実る、熟す）曳

桝仁ト（脱げる、むける）早刈巾卜（砕ける、壊れる）車ト（朽ちる、さびる）暑巾ト（埋

もれる）等のような動詞がこれに属する。

3．5　r一剣航ト」形が付く動詞

3．5．1　継続動詞

　いわゆる「経験」を表わす時、貝本語の場合は、状態動詞を除くすべての動詞にLて

いる」形がついて静態相を表わすこ二とになるが、韓国語の場合は、アスペクト形式の「』

加ト」形かL句加ト」形だけでは表わすことができない。貝本語のr経験」に対応するの

は「一洲・ト」という形態で、過去を表わす「一蝕」形と静態相を表わす「一句加ト」の縮約形

の「一炸ト」形とが複合した形として現われる。

　5草薙（！983）は，同じ動詞を、F子供が窓からのぞいている」のように、前者の場合は経過動詞に、
後者の場合は変化動詞的になるとしているが、筆者は有生、無生の別では醐■」をしない。
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　（25）州李刈芒入1桝出牲押桝1号蝸吟

　　　　（イヨンスさんは、事件の夜、友達の家に泊まっている。）
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（26）宕珪刈唱控搬仁1．

　　（ヨンホは三回結婚している。）

（27）喘吾｝七製叫刊刈酬・桝劾艸．

　　（子供の時はよく縁側から落ちている。）

　（25）の例が経過動詞、（26）の例が変化動詞、（27）の例が変化経過動詞の場合である。存

在動詞以外の動詞がいわゆる経験を表わすという特殊な場面で現われる時の動詞である。

　継続動詞で作る静態相は、静態相を表わす変化動詞、持続動詞類でも、動態未完了相を

表わす経過動詞類でも作ることができる。

　貝本語の場合は、「一ている」という一形態で静態相も動態未完了相も表わすので、場面

を表わす副詞等が伴わないかぎり、判別が付きにくいが、韓国語の場合は、特定の形式を

持っているため、場面を表わす副詞等が伴わなくても、判別がつくことになる。

盗　アスペクト形式の意味

4．ユ　r一ユ肱ト」

　「』伽卜」形は、経過動詞と変化。経過動詞（経過動詞としての働きをする場合のみ）

に付き、進行している意味を表し、持続動詞に付き、主体の意志で保ちつづける状態保持

とい一う意味を表す。

4，2　r一｝航1」

　「刈炸ト」形は、変化動詞と変化・経過動詞（変化動詞としての働きをする場合のみ）

に付き、無意志的な結果の状態であるごとを表す。

4．3　　「一剣蝪〔ト」

　「一洲叶」形は、過去を表わすr一寅」形と、静態相を表わすr一加卜」形の複合し　た形

であり、継続動詞の場合だけに用いられる。過去の動作、作用が話題になっている現在に

静態相となって現われることを表わす。
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5　目本語の動調分類（草薙）との対照

　草薙（1983）は、目本語の動詞を「状態動詞」「経過動詞」「変化動詞」「経過。変

化動詞」「瞬間動詞」「継続動詞」と六つに分けている。

　状態動詞」は、金閏一（1950）の状態動詞に該当するもので、している」形を取ることが

なく、動詞そのものだけで静態相になるものである。

　「経過動詞」は、「一ている」形がついて動態未完丁相を表わすもので、何かの動きの記

述そのものに用いられるような動詞であり、「変化動詞」は、「一ている」形がついて静態

相を表わす動詞である。変化動詞の特質は、それが状態の変化という現象に対応している

ことで、その変化に動態の経過が対応しないものを言っている。

　「経過・変化動詞」は、主体（有生か無生かという）により、同じ動詞が「経過動詞」

にも「変化動詞」にもなる動詞類である。「瞬間動詞」は、「一ている」形が通常静態を表

わすものであるが、動態未完了相を表わすこともできるものであり、「継続動詞」は、「一

ている」形が通常動態未完了相を表わすものであるが、静態を表わすこともできるものを

言っている。

　筆者の「存在動詞」は「状態動詞」の一部に、「経過動詞」は「経過動詞」と「経過・

変化動詞」とに、「変化動詞」は唆化動詞」の一部に、「持続動詞」も「変化動詞」の一

部に、r変化・経過動詞」はr瞬間動詞」に、r継続動詞」はr継続動詞」に、該当する。

　草薙の動詞分類は、コンピュータ言語学のための分類であるので、「変化・継続動詞」

の動作の主体を「有生（動き）」か「無生」かで分け、前者に「一ている」形が付くと、動

態未完了相を表わし、後者にLている」形が付くと、静態相を表わすが、筆者の分類で

は「有生（動き）」か「無生」かという区別をしないため、これらの動詞は「経過動詞」

に入れることにしている。

これを表でまとめると次の通りである。

草　　薙 金

形態 現象 動詞別 動詞別 現象 形態

テイルが 静態 状態動詞 存在動詞 静態 ユ剋叫，州

付かない 仁トが付かない

動態 経過動詞 持統動詞 動態 ユ炸トが付く

経過動詞

経過・変化動詞

テイルが 変化動詞 州叫が付く
付く 変化動詞 変化。経過動詞 ユ炸卜■以

瞬間動詞 叫が付く

継続動詞 継続動詞 洲じトが付く
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6　・むすぴ
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　韓国語の動詞をアスペクトの観点からr一ユ加ト」r一柵じト」という形式を中心に分類した

結果、静態を表わす「存在動詞」、動態表わす「経過動詞」・「持続動詞」イ変化動詞」・「変

化・経過動詞」・「継続動詞」の六分類ができた。

　「存在動詞」は動詞そのものだけで、「持続動詞」は「一ユ伽ト」形で、「変化動詞」は「一司

加ト」形で、「継続動詞」は「一洲じト」形でそれぞれ静態相を表わす。「経過動詞」はLユ

炸ト」形で動態未完了相を表わし、「変化・経過動詞」は「一州叫」形「一ユ加ト」形の両形

で静態相と動態未完了相を共に表わす。

　分類の結果を表でまとめると次の通りである。

○付く　　×付かない

動詞別＼形態 r｛加ト」 r一州叶」 アスヘクト

存在動詞 × × 静態相

経過動詞 ○ × 動態未完了相

持続動詞 ○ X 静態相

変化動詞 × ○ 静態相

変化・経過動詞 ○ ○ 静態相・動態未完了相

継続動詞 × r一洲叫」 静態相

＼意味 継続中 結果の状態

例文の出典

（し1）牡叫（1991）rし1呈剖フ1量せ手則じ1』蝸甜入1

（を）剛鞠（1994）rセ剖剖フ1地』巾甜

（剋）♀己1苗甜早（1992）r早芒ス1子暑射壮畦相山♀己1消晋。1甜蝸

｛号『刊如刈刊梱』　暑叫舌せλト
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A Classification of Korean Verbs 
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Okyeong Kim 

Korean verbs were classifled under 4 types based on two aspect fonrLS, namely -goitta 

and -oitta, Aspect types are as follows : 

(1) Verbs that do not cohere to either two forms ; 

(2) Verbs that cohere to -goitta only ; 

(3) Verbs that cohere to -oitta only ; and 

(4) Verbs that cohere to both forms, 

Based on the result of this study, Korean verbs can be categorized in more detail as 

in the following 6 types of verbs : SONZAI Verb, KEIKA Verb, JIZOKU Verb, HENKA 

Verb, HENKA-KEIKA Verb and KEIZOKU VeTb, 


